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はじめに 
 

現代社会は、大きな変革時期を迎えています。急速な情報化や技

術革新は私たちの生活を変容させ、グローバル化により多様な価値

観が生み出されています。さらに、環境、貧困、平和、持続可能な

開発など、我が国を含め世界には様々な課題があります。 
 

このような時代に、未来社会の創り手となる子どもたちに必要な

資質・能力とは何か。新学習指導要領の前文を基に端的に示せば、 

・一人一人が自分のよさや可能性を認識すること 

・多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越えること 

と言えます。そのために、学校には「社会に開かれた教育課程」の

実施や「カリキュラム・マネジメント」の充実が求められています。

地域・社会と一体となって、子どもたちに自立した大人として協働

や社会参画する力を育成することが、これまで以上に重要視されて

います。 
 

本市には青少年問題協議会やコミュニティセンターなど、地域の

豊かな教育力があります。また、長期計画策定時に市民ワーキング

を実施するなど、市政への市民参画も活発です。これらの特徴を生

かし、市立小・中学校では「市民性を高める教育」の充実を図って

います。 

本市において、これからの時代に求められる資質・能力を育成す

るには、この「市民性を高める教育」をカリキュラム・マネジメン

トの中核に据え、更なる推進を図ることが望ましいと考えます。 

そこで、これまでの取組を充実・発展させ、「武蔵野市民科」とし

て、各学校の教育課程に市民性の育成を明確に位置付けます。本手

引は、各学校のこれまでの実践や、武蔵野市民科カリキュラム作成

委員会の議論を基に、「武蔵野市民科」のあり方をまとめたものです。 
 

どの子どもにも幸福な人生を歩み、未来社会の創り手に育っても

らいたいと願うのは、全ての大人の想いではないでしょうか。その

想いを実現する取組が「武蔵野市民科」であり、自校の特色を生か

した実践を追究していくことを、各学校に期待しています。 
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育成を目指す 

自他共に幸福な 

 

○自己理解、自己管理 

＜知識・技能＞ 

 

○他者理解、     

 

＜知識・技能＞ 

○目標達成に向けた   

   他者との協力 

＜思考力・判断力・表現力等＞ 

○よりよい生活を協力 

 

 

＜学びに向かう力・人間性等＞ 

人間関係形成 

して築こうとする態度 

○自己有用感 

○情報を活 
○クリティカ 

＜思考力・判 

 



4 

 

 

資質・能力 

人生の創り手へ 

具体的にどのような 
学習を行うかは、次 
ページをご覧ください。 

※詳細は13～18ページを  

 ご覧ください。 

 

 

○規範意識、責任感 

 

＜学びに向かう力・人間性等＞ 

○地域や社会的課題   

   などへの理解 

＜知識・技能＞ 

○よりよい地域・社会    

  

○公共心、社会連帯 

       の自覚 

＜学びに向かう力・人間性等＞ 

 づくりに向けた課題 
解決能力 

＜思考力・判断力・表現力等＞ 

○自尊感情（自己肯定感） 

用する力 
ル・シンキング 

（批判的思考） 

断力・表現力等＞ 
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①課題設定 
「自分たちのまちのよさは何か」「働くとはどういうこと

か」等、自己や地域・社会などから、学習課題を見付けます。 

例）小学校第6学年 境南とことん研究所（31ページ） 

 

 
 
 

例）中学校第3学年 武蔵野市改造計画―ズバリ市長に提言― 

 （35ページ） 

日光移動教室で見つけた「日光
のよさ」の視点から「自分たち
のまちのよさ」を考えよう！ 

武蔵野市のよさや課題につい
て、ブレインストーミングで
様々な意見を出し合おう。 

④発信・実行 

地域や社会に自分たちがどう関わっていくかを考え、できる

ことから発信・実行していきます。 

まちのよさをアピールした

パンフレットを作って駅に

置いてもらおう！ 

これからのまちに必要なもの

の提言やアイディアを、皆に

聞いてもらおう！ 

 

もっと自分たちのまちを調べたり、 

自分の生活を見つめ直したりしよう！ 

 

新たな課題の探究へ 

 

 

 

①

③整理･分析 

①

②情報収集 

①

①課題設定 
①

④発信･実行 
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②情報収集 

図書資料等を使った調べ学習、保護者や地域住民、事業者、

市役所への聞き取りなど、課題について情報を集めます。 

 

 

 

実体験をとおして感じたり、学んだり 

 

 

まちの施設のことや、 
昔の出来事を地域の人に
教えてもらおう！ 

③整理・分析 

ウェビングマップやピラミッドチャート等の「考えるための

技法（思考ツール）」を使って考察するなど、自分の考えを整

理します。 

 

 

 
 
 

グループで考えを共有・議論する中で、 

思考を深めていくことも大切です。 

することも大切です。 

例）小・中学校 高齢者疑似体験 

  中学校第2学年 職場体験学習 

自分たちのまちのよさって 

何だろう？そして、これから

のまちに必要なものは… 

※詳細は21～22ページを  
 ご覧ください。 
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複雑で予測困難な時代 

○国際化や情報化、技術革新 

○地域コミュニティの機能低下 

これからの学校の求められるもの 

○社会に開かれた教育課程 

○カリキュラム・マネジメント 

第二期武蔵野市学校教育計画  

○施策19「市民性を高める教育の推進」 

「自立・協働・社会参画」の視点からの取組 

第二期武蔵野市    学校教育計画 

     基本    理念 

      知性・感     性を磨き、 

    自ら未来     を切り拓く 

     武蔵野     の教育 

Ⅰ 武蔵野市民科の趣旨（詳細は51～56ページ） 

○Ⅲに示した「資質・能力」は一度

の学習で全て網羅する必要はあり

ません。 

○武蔵野市民科を実施する小学校第

5学年から中学校第3学年の間

に、計画的に育成していくことが

大切です。 

①実施学年等 

（詳細は19ページ） 
 ○小学校第5学年から中学校第3学年まで、各学

年で年1単元以上実施する。 

○特別支援学級は、子どもの実態に応じた指導計
画をできるだけ1単元以上位置付ける。 

②教育課程上の位置付けと評価 

（詳細は20、26ページ） 

○総合的な学習の時間、各教科、特別の教科 道
徳、特別活動等を教科横断的に組み合わせる。 

○中核となる教科等での評価が基本となる。多く
の場合、総合的な学習の時間が中心となる。 

Ⅳ 武蔵野市民科の内容 

Ⅲ 育成を目指す資質・能力（詳細は14～18ページ） 

 自立（自己を確立する） 協働（目標達          成に向けて協力する） 社会参画（進んで社会に関わる） 

主に「知識・技能」

の習得に関する項目 
・自己理解、自己管理 ・他者理解、        人間関係形成  

・地域や社会的課題などへの 

理解 

主に「思考力・判断

力・表現力等」の育

成に関する項目 

・情報を活用する力 

・クリティカル・シンキン

グ（批判的思考）  

・目標達成に      向けた他者との 

協力 

・よりよい地域・社会づくりに

向けた課題解決能力 

主に「学びに向かう

力や人間性等」の涵

養に関する項目 

・規範意識、責任感 

・自尊感情（自己肯定感） 

・よりよい生        活を協力して   

 築こうとす        る態度 

・自己有用感 

・公共心、社会連帯の自覚 

自他共に幸福な 

 武蔵野市民として、自己・学校・地域・社会の中から課題などを       見付け、解決しようと取り組むことをとおして、 

 自他共に幸福な人生の創り手となるために必要な「自立」「協働」      「社会参画」に関する資質・能力を育てる。  

Ⅱ 目標 
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武蔵野市の特徴・よさ 

○市民意識の高さ 

○地域の教育力の高さ 

武蔵野市の子どもたちの実態 

○地域や社会への関心が高い 

○社会参画意識の更なる醸成が必要  

「市民性を高める教育」のこれまでの取組 

○各教科等の年間指導計画の見直しと実践 

○児童会・生徒会など自治的活動の推進 

第二期武蔵野市    学校教育計画 

     基本    理念 

      知性・感     性を磨き、 

    自ら未来     を切り拓く 

     武蔵野     の教育 

④取り扱う学習テーマの例 

（詳細は25、57～61ページ） 

③学習の基本的な考え方 

（詳細は21、22ページ） 

○キャリア発達    ○安全・防災 
○福祉・ボランティア ○まちづくりへの参画 
○武蔵野の魅力発信  ○主権者  
○環境        ○国際理解 
○伝統・文化理解   ○長期宿泊体験活動 

○探究的な学習過程（課題設定→情報収集→整理・分析→ 

発信・実行）による指導計画を作成･実施する。 

○指導計画には、Ⅱに示した資質・能力のどの育
成を目指すかを明らかにする。 

○平成31年度からの２年間を武蔵野市民科

の準備・試行期間に設定します。 

○各学校では、指導計画等の作成、実践、課

題の抽出と検討をお願いします。 

○小学校低・中学年は、これまでとおり、市

民性を高める教育を行っていきます。 

Ⅲ 育成を目指す資質・能力（詳細は14～18ページ） 

 自立（自己を確立する） 協働（目標達          成に向けて協力する） 社会参画（進んで社会に関わる） 

主に「知識・技能」

の習得に関する項目 
・自己理解、自己管理 ・他者理解、        人間関係形成  

・地域や社会的課題などへの 

理解 

主に「思考力・判断

力・表現力等」の育

成に関する項目 

・情報を活用する力 

・クリティカル・シンキン

グ（批判的思考）  

・目標達成に      向けた他者との 

協力 

・よりよい地域・社会づくりに

向けた課題解決能力 

主に「学びに向かう

力や人間性等」の涵

養に関する項目 

・規範意識、責任感 

・自尊感情（自己肯定感） 

・よりよい生        活を協力して   

 築こうとす        る態度 

・自己有用感 

・公共心、社会連帯の自覚 

人生の創り手へ 

 武蔵野市民として、自己・学校・地域・社会の中から課題などを       見付け、解決しようと取り組むことをとおして、 

 自他共に幸福な人生の創り手となるために必要な「自立」「協働」      「社会参画」に関する資質・能力を育てる。  （詳細は13、14ページ） 
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実際に作成・実践した指導計画の例 

1 学習テーマ 

「環境」「主権者」
などテーマ例から1
つ、あるいは複数選
択します。（テーマ
例以外も可） 

4 中核となる教科等の単元計画 5 関連する教科等の学習活動 

中核となる教科等の単元計画は、探究的な学習過程を意識して作成
します。その学習を深化・充実させるために他教科等とどう関連さ
せるかを示すのが5です。 

武蔵野市民科の指
導計画を考える上
で、最も大切なの
が3です。 

2育成を目指す    
資質・能力 

知 識・技 能 等、観
点ごとに目指す資
質・能力を選択し
ます。 

3 単元において具 
体的に育成を目
指す資質・能力 

選択した「学習テー
マ」や「育成を目指
す資質・能力」を基
に、「子どもたちに
どのような力を育成
したいか」を教員が
自分の言葉で考え、
まとめる部分です。 
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6 指導上の工夫 

学習過程の各段階で
どのような工夫を行
う か、地 域 や 保 護
者、関係機関との連
携などを示します。 

7、8 は、実 践 後 の 振
り返りになります。 

まずは、6までを各学
校の特色を生かして作
成してみましょう。 

 ※作成の詳細は23、24ページを、実践例や 

  計画案は29～49ページをご覧ください。 
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